
お住 まいの、小さな修理 から全 面改装まで

お気 軽にお問い合わせ 下さい。

創 立37年！安 心と信頼の

株式会社 昭 和 未 来
                                         ミ　              キ

小金井市本町2-8-27　　℡042-385-8819
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“旬の和食”和モダンな雰囲気でゆったり食事

東町 4-38-24 ☎ 042-382-8182
旬料理 一心

小金井市東町 ２-３１-６ ☎ 0422-3２-1273

昭 和 4 4 年 創 業 自 動車 販 売・ 車 検 ・鈑 金 ・ 塗装

ＴＡМＡ 株 式 会 社 多 摩 オ ー ト
工場 貫井北町１－３－１５ Ｔel０４２－３２３－０６５１
本社 東 町３－５－１４

司 法 書 士 藤 原 康 弘 事 務 所
小金井市東町４－38－28－101 ☎042-386-7781

相続・遺言・登記手続き等お気軽にご相談ください。

杉並区高円寺南2-35-2

TEL 03-6689-7910 FAX 03-6689-9342

坂本商事有限会社 －学研代理店－

小金井市東町2-24-17

電話:0422-32-5071

就労継続支援Ｂ型

希望の家

ＮＰＯ法人福祉会
希望の家
障がい者総合支援法

保育用品は坂本商事へ

本・カフェ 大 洋 堂 書 店
☎ 042-
381－2148

イベント

小金井インフォメーション

外国人講師が担任制で指導します

電話042-383-6464
メール:easternjk@cosmo-kyoiku-center.jp

N a t i v e 英 会 話寝 具 リ ー ス ・ リ ネ ン サ プ ラ イ ・ 備 品 レ ン タ ル

東 京 都 江 東 区 南 砂 5 - 1 5 - 1 1

松 本 寝 具 株 式 会 社

ＴＥＬ 03 - 3 6 4 5 - 8 5 1 1 ＦＡＸ 0 3 - 3 6 4 5 - 1 3 1 1

ライフサポートサービス 病院診察予約代行・戸締まり確認

一般タクシーのご用命は☎０４２－３８８－００３９

福祉タクシーのご用命は☎０４２－３６０－８９８９

買物同行・お墓参り付き添い

◎季節展「名勝小金
井桜」 小金井桜の歴
史や花見文化をにし
き絵や古写真などで
紹介/時3月26日(火)
～5月26日(日)9:00～
16:30/所市文化財セ
ンター(旧浴恩館、写真上)/料無料/問同セ
ンター042-383-1198
◎はけのおいしい朝市vol.107 in 武蔵野
公園 毎月第1日曜日に開催しているはけの
朝市を特別開催。時4月7日(日)10:00～15:
30(小雨決行･荒天中止)/所都立武蔵野公園
くじら山付近/主西武･武蔵野パートナーズ
はけのおいしい朝市組合/問042-361-6861
◎第24回ウオーキングフェスタ東京ツーデー
マーチ 写真を撮りながら巡る「ロゲイニ
ング」新設/時5月3日(金･祝)･5月4日(土･
祝)/料事前申し込み4月8日(月)まで=10km
以上のコース2800円(2日参加も同額)･ガイ
ドウォーク1500円（申込方法により異なる）
/所スタート･ゴール場所 都立小金井公園
いこいの広場内中央会場/主日本ウオーキ
ング協会、小金井市他/問042-386-2462(市
生涯学習課スポーツ振興係)

◎平成31年度障害者週間 ボランティアス
タッフ募集 ポスターのデザイン作成、イ
ベント前日および当日準備、イベント企画
立案など。4月12日(金)までに電話または
FAXで申し込む。市自立生活支援課障害福
祉係042-387-9848 FAX042-384-2524

◎『水上ひろし 市政レポート No.75』
「一般質問･『きびしい』高齢者の生活へ
支援求める」他(3月19日)/発行:日本共産
党小金井市議会議員 水上ひろし事務
所/問042-301-9521

ヒ ガ コ で 映 画 祭 開 催
募 集

16日、17日に行われた「そうだ、ヒガ

コへ行こう！映画祭」（写真上）。東小

金井駅北口と南口の３商店会が主催者に

名を連ね協力しての開催となった。

市議発行物

「寒緋桜」 ひと足早く開花

都立小金井公園西側、ＳＬ広場前の寒

緋桜（かんひざくら）が満開に（写真上）。

濃紅色の花弁が釣鐘状に下向きに咲くの

が特徴（３月22日撮影）。

20日、小金井市内の市立

中学校で一斉に卒業式が行

われた。第一中学校は72回

目の卒業式となった（写

真右）。

宅 地 化 と 緑 地 保 全 の は ざ ま で

小金井市の生産緑地・2022年問題とは－その２－

３月市議会で「2022年問題」を問う斎

藤康夫議員に対する市環境部の答弁は概

ね以下の通り。①市内の所有者に対する

意向調査の結果、生産緑地すべての延長

希望が117件（74％）、一部の延長希望が

８件（5.1％）、延長しない３件（1.9％）、

検討中27件（17.1％）②市の生産緑地買

い取り実績はない③プロジェクトチーム

で対応したらどうか、との提言は今後の

検討課題にしたい。

斎藤議員は「宅地化で税収が増加する

のはいいとして、緑が減るのは痛しかゆ

しだ」と評している。

然り、小金井市民が小金井市に住み続

けたい理由の第一は一貫して「緑が多い

から」だ。２つの大きな都立公園を持つ

優位性は不変だが、「小金井市緑の基本

計画（2011年３月）」によると、市内の

緑地は98年から09年の11年間で２％減少。

農地の減少が原因だという。

緑の減少が市のイメージダウンに？

2022年の農地減少は税収面のメリット

を上回るイメージ面でのデメリットをも

たらしかねない。これは小金井のみなら

ず、都市農業を持つ自治体が等しく抱え

る二律背反的課題なのである。

実は国はかかる課題を克服すべく、一

定の施策を展開してきた。第一に、都市

農業振興法の制定とそれに基づく国の振

興計画および自治体への振興計画づくり

の呼びかけ（農水省）、第二に、生産緑

地法の改正（国交省）である。

都市農業はあるべきもの、だが…

その中で「都市農業はあるべきもの、

維持・発展させるべきもの」とされ、生

産緑地の延長を容易にするために、面積

要件や建築規制などの緩和が講じられた。

市でも「農業振興計画」が11年に制定さ

れた。では二律背反は克服されたのか？

結論から言えば、生産緑地を巡る二律

背反は克服されていない、いや制度切り

替え時の2022年に向けてより矛盾を加速

させかねないのが実情ではないか。

そこで次号最終回では本紙からの提言

を試みたい。
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小金井市環境部環境政策課調べ

※ 2019年農地面積、緑被率のデータなし

小金井市の緑被率と農地
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